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研究成果の概要（和文）：本研究では、ライフスタイルや家庭環境を含めた環境的要因およびう

つ病・うつ状態によって派生する問題について明らかにすることを目的として、インタビュー
や質問紙調査等を実施した。子どもの抑うつに関連する要因や学校適応について検討するとと

もに、中学生を対象としてストレス対処や心の健康等に関する健康教育の授業を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we carried out interviews and questionnaires in order 
to clarify the environmental factors such as lifestyle and home environment, and identify 
the problems that may have been caused by depression. We examined the factors that were 
related to depression of the children and how they adjust themselves at school, and then 
gave lessons to junior high school students on mental health. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）子どもをとりまく環境 
変化の激しい時代にあって子どもたちを取

り巻く環境は大きく変化しており、子どもの
発達や心身の健康などに関する新たな問題が
生じてきている。文部科学省によれば、平成
20年度の長期欠席者のうち｢不登校」を理由と
する児童生徒数は12万7千人に達し、特に中学
校においては35人に1人が不登校という現状
である。さらに、授業時間中に私語が絶えな
かったり歩き回ったりと小学１年生が集団生

活になじめない「小１プロブレム」や、中学1 
年生になった途端に学習や生活の変化になじ
めず不登校となったりいじめが急増したりす
る「中１ギャップ」が、近年、新たな問題と
して注目されはじめている。地域社会や家庭
においても教育力の低下が問題になっており、
子どもたちの生活や遊びの質も変化してきて
いる。例えば、児童期に特徴的な「ギャング
集団（仲間同士で徒党を組んで大人の干渉を
嫌って行動する）」はほとんどみられなくな
り、このような経験の不足が友好的な対人関
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係を築きにくい青年の増加の一因になってい
ると考えられている。子どものライフスタイ
ルについても、「生活が夜型化して生活リズ
ムが乱れている」、「便利で豊かな生活をし
て運動刺激が少ない」などの問題が指摘され
ている。このような現代的状況が子どもに与
える影響が懸念される。 
（２）子どものうつ病 
元来、うつ病は中年期以降に発症するもの

で、子どものうつ病はきわめて稀と考えられ
ていた。しかし近年、大人と同様の抑うつ症
状をもつ子どもの存在が注目されるようにな
り、これまでに認識されていたよりもはるか
に多くのうつ病の子どもが存在することが明
らかになってきた。欧米の疫学研究によると、
子どものうつ病の有病率は、思春期前で1～
3％、思春期で3～9％と考えられている。これ
はある時点での有病率であり、思春期の子ど
もがそれまでに1 回でもうつ病エピソードを
経験している率は20～25％に達するともい
われている。本邦では子どものうつ病に関す
る報告は多くないが、北海道大学のグループ
による調査では、小学校4 年生から中学校1 
年生の気分障害の有病率は、大うつ病性障害
1.5%、小うつ病性障害1.4%、気分変調性障害
0.3%、双極性障害1.1%であった。 
（３）子どものうつ病に関連する要因 
子どものうつ病は大人とは異なる特徴があ

る。勤労者ではうつ病による生産性の低下が
注目されているが、子どものうつ病において
はどのような事象と関連がみられるのだろう
か。例えば冒頭に述べた不登校の問題につい
ても、不登校状態の継続理由は、「不安など
情緒的混乱」35％、「無気力」29％となって
おり、ここには精神医学的な問題が潜んでい
ることが示唆される。中部労災病院心療内科
の調査においても、思春期に好発する問題行
動（リストカット、不登校など）を呈する患
者では、診断分類は気分障害が最も多くみら
れた。抑うつが子どもの発達、学業などに悪
影響をおよぼす可能性があると指摘されてい
るものの(Bhatia SK ら,2007)、この問題につ
いての知見は乏しく、特に本邦においてはほ
とんど報告がない。また、小児期のうつ病に
関する概念は様々で未だ統一した見解は得ら
れていない。子どものうつ病リスク要因につ
いては性別、家族歴、ライフイベント、パー
ソナリティ、否定的認知、対処行動、対人関
係上の問題などが挙げられており(Garber 
J,2006)、十分な知見は得られていないが子ど
もの場合には成人のうつ病よりも環境的要因
や周囲との人間関係による影響が深く関わっ
ていると考えられる。本研究においては、子
どもの抑うつに関連するライフスタイルや家
庭環境を含めた環境的要因について検討する。
子どものうつ病についての理解、治療および
予防的介入にむけての貴重な資料になると予

想される。 
 
２．研究の目的 
本研究は、子どもの抑うつに影響する要因

およびうつ病・うつ状態によって派生する問
題について明らかにすることを目的として行
われるものである。小・中学生を対象とした
質問紙調査、うつ病の子どもを対象とした臨
床研究によって、これらの問題にアプローチ
する。本研究では特にライフスタイルや家庭
環境を含めた環境的要因について検討するが、
この点に着目して大規模な調査を行った研究
はほとんどみられない。子どものうつ病につ
いての理解、治療および予防的介入を考える
上できわめて有意義な研究である。 
 本研究の遂行にあたっては、次の点を明ら
かにする。 
(1)子どものうつ病の時点有病率の推定 
質問紙調査の結果から小・中学生における

うつ病の時点有病率を推定する。また、年齢
による差、性差、居住地域による差を検討す
る。諸外国、他の都道府県の調査結果との比
較検討を行う。 
(2)子どものうつ病の特徴及び予後の把握 
追跡調査を含む臨床研究および大規模調査

の結果から、子どものうつ病の特徴、予後な
どについて把握する。 
(3)子どものうつ病・うつ状態によって派生す
る問題についての明確化 
うつ病・うつ状態によって生じる行動上の

問題、対人関係の問題、学校における適応の
問題などを明らかにする。 
(4)子どもの抑うつに影響する要因について
の明確化 
うつ病の発症や抑うつの程度に影響を与え

る要因について検討する。特にライフスタイ
ルや環境的要因に焦点をあてて検討する。 
(5)予防的介入の可能性についての検討 
本研究の結果に基づいて集団に対する予

防的介入のためのプログラムを検討する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、小・中学生を対象とした調査

および臨床研究を行い、(1)子どものうつ病の
特徴と有病率、(2)うつ病・うつ状態によって
派生する問題、(3)抑うつに影響する要因 に
ついて明らかにする。質問紙による調査を実
施し、抑うつに関連する要因を明らかにする
とともに、追跡調査のためのベースラインを
測定する。調査対象者の一部については追跡
調査を行い、抑うつ傾向の上昇を予測する要
因を抽出する。これらをふまえて、子どもの
うつ病に関する予防的介入の可能性を検討す
る。 
 

４．研究成果 
（１）子どもの抑うつに関する研究動向に関



 

 

する文献調査を行い、児童・青年期における
抑うつ症状および予防的介入についての先
行研究を概観した。また、スクールカウンセ
ラーや教育相談担当教員など学校生活で子
どもたちと身近に関わる専門職に聴取し、学
校現場においてよくみられる問題やそれら
の背景などについて最近の実態を把握した。
うつ病等の精神疾患や注意欠陥・多動性障害
等の発達障害といった特別な支援を必要と
している児童・生徒が、学校教育現場の中で
増えてきている。インクルーシブ教育に配慮
したやさしい学校を運営していくために、教
員間における理解はもちろんのこと、子ども
たちや保護者間の理解を図っていく上でも、
用語表記は重要である。用語から受けるイメ
－ジについての調査を行い、その特徴や差異
を把握するとともに、用語表記が社会等に与
える影響について検討した。 
 

（２）諸外国における子どものメンタルヘル
スケアの実態について把握するため、今回は
高福祉国家として知られるデンマークをと
りあげて視察調査を行った。国民の高い幸福
感を創出・維持する社会システムに関する実
態調査を実施した。University of Southern 
Denmark Child and Adolescent Psychiatric 
Dept.では、デンマークの医療システム、患
者統計と最近の傾向、当該施設における治療
の実態等について説明を受けた。Ørnhøj 
Skole（ウアンホイ小学校）では、子どもの
メンタルケアを担当している AKT 指導員
（AKT-Vejleder）にデンマークの教育現場に
おけるメンタルヘルスケアの実際について
のインタビュー調査を行った。デンマークの
小学校においては、不登校が殆どみられない
など本邦とは問題の現れ方が異なることを
把握しえた。 
 
（３）小・中学生を対象とした質問紙調査の
実施に先立って、大学生 74 名を対象とした
質問紙調査を実施した。家庭生活満足度、学
校生活満足度、生活習慣、パーソナリティ、
抑うつ症状等に関する自己記入式の質問紙
調査を実施した。家庭生活満足度、パソコン
でゲームをする時間などいくつかの項目に
おいて抑うつ症状と有意な関連がみられた。 
 
（４）富山県内の公立中学校において、中学
３年生126名を対象として、家庭生活満足度、
学校生活満足度、生活習慣、抑うつ症状、抑
うつスキーマ、学校不適応等に関する自己記
入式の質問紙調査を実施した。その結果、家
庭生活満足度、学校生活満足度、大便を朝に
する、運動する時間、外で運動する時間、パ
ソコンでゲームをする時間、パソコンでイン
ターネットをする時間、抑うつスキーマなど
の項目において、抑うつ症状との相関が認め

られた。学校での不適応については、孤立傾
向と反社会的傾向を測定した。抑うつ症状は、
孤立傾向との関連はみられたが、反社会的傾
向との関連はみられなかった。何か困ってい
ることが「ある」と回答した生徒は 43.2%で、
その内容としては、特に、勉強や受験に関す
ること、友達との関係が多くみられた。なお、
学校保健活動の有用な資料となる情報を提
供するため、調査を実施した学校に対して、
対象者全体についての調査結果概要を書面
にてフィードバックした。生徒に対しては、
本人が結果の通知を希望した場合に、個人の
調査結果について書面によるフィードバッ
クを行った。 
 

（５）中学生を対象に健康教育の一環として、
ストレス対処や心の健康に関する授業を実
施した。授業実施の前後で受講生徒の抑うつ
スキーマを測定したところ、授業前と比較し
て授業後には抑うつスキーマ得点の低下が
認められたが、長期的な効果についても測定
する必要がある。今後は、学校領域における
心理教育導入の可能性について検討したい。 
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